
 

 

 

【特色】 

 
講師が相談者役を演じ、そのあとその方だけのフィードバックを差し上げます。  

講師は相談者役でありながら、問題把握や具体的展開ができるようヒントを投げかけながらロールプレイを進めて参ります。 

口頭試問も今起きた面談に直結した回答をするための方法をお伝えします。     

＊翌日6月21日のロールプレゼミも成果が上がりますので続けてご受講ください 

情報を入手しインプット、午後からロープレでアウトプットします。 講師指導でのロープレで成功体験を増やします。 

 

一般社団法人1 級キャリアコンサルティング技能士の会 20260416 

       

2026 年前期（第36 回） 2 級面接試験対策1 日集中講座 本試験ケース分析とロールプレイ 

東 京 2026年6月20日（土）9：30～16:30 都立 産業貿易センター 台東館（浅草） 受講料（税込み） 会員：18,500 円 一般：23,500円 

カリキュラム 

本試験5ケースの見立てとロールプレイ（基本的態度・関係構築力・問題把握力・具体展開力）と口頭試問の意味を理解し合格を目指します。 

午前中に本ケースの見立てを行います。 午後に、5つのケースを使ってロールプレイを行ないます。 

キャリアコンサルタント（CC役）・試験官役（試験官はどこをチェックしているか）の2つを1回ずつ交代で行います。相談者は講師が担当。 

身につく 

スキル  

午前中に本試験の 5 つのケースの分析を行います。傾聴スキルを使って自己開示を促し、CC 視点の問題把握を強化します。 

言語非言語を意識した、相談者の支援方法を学びます。具体的展開力の引き出しを増やし強化します。口頭試問も強化。 

本試験のケースを使ってロールプレイを行います。さらに講師が各グループにおいてフィードバックをいたします。 

傾聴スキルを使って自己開示を促し、CC視点の問題把握を強化します。さまざまな支援の引き出しを準備し、具体的展開力と口頭試問も強化します。 

成功体験してよいイメージで受検することをお勧めします。 

本試験のケース（どれか２つ）を使ってロールプレイを行います。さらに講師が各グループにおいてフィードバック致します。 

相談者の「本人の気がついていない問題」」は何か？  「何が不足している人なのか」を正しく理解した人が相談者役にならないと意味がありません。 

口頭試問は、まだ面談中です。自分の面談を客観視できているか否かを問われます。 


